
第９回「化学物質と環境に関する政策対話」
－ホットスポット、ウィークポイントの整理・見える化－

日時：12月25日(金) 14:00-16:30 

日本生協連 環境事業推進部
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第１回化審法施行状況検討会 資料2 化審法概要と平成21年改正以降の取組状況について：
http://www.meti.go.jp/committee/kenkyukai/safety_security/kashinhou/pdf/001_02_00.pdf 2



優先順位

• これまで顕在化した課題について、法制化さ
れ、対応がなされてきた。

• 労働→消費者、急性→慢性、健康→環境

• 情報開示、リスクコミュニケーションも一定取
り組みが進んでいる。

• 取り組み始めるにあたり、「優先的に取り組
むとよい対象」をわかりやすく伝えることが大
切
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重要性の考え方

ステークホルダー（社会）の関心
一般市民の関心の高さ
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危害の程度

• 死亡率

• 被害の件数

• ・・・

ﾘｽｸ評価

• ﾌﾟﾛｾｽ安全評価

• 環境影響評価
(化審法)

• 健康影響評価
(薬事法、農薬
取締法)

• ・・・

ﾘｽｸ管理

• 設備(労安法)

• 排出

• 暴露

• ・・・

ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ

• 説明

• 情報公開(PRTR
法・・・)

• ・・・
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開発 製造 流通 使用 廃棄 リサイクル

毒劇法

労安法

農薬取締法

食衛法

薬事法

有害物質を含む
家庭用品法

PCB法

大気

水汚法

消防法

土壌汚染

場所、事象などで
項目立てる

事故件数、死者数、余
命年と消費者の関心で

重要性を表現

6


